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創業支援



　ヘッドマウントディスプレーを付けると、目の前に3D映像の街並みが広がります。パソコンの上にあるセンサーが人の動きを読み取り、映像の中を歩く疑似体験ができるのです。このソフトは、創業間もない市内の企業が開発しました。




創業するなら平塚で



独自の技術やアイデアで創業する方を応援します-。

市は平塚信用金庫や平塚商工会議所などと連携し、創業を目指す方や創業間もない方への支援を進めています。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758



ラッキーソフト
宝町11-1平塚フジビル　電話：0463-23-7830



危険を疑似体験

　駐車場に止まっていた自動車が急発進する。路地から自転車が飛び出してくる。

　街の中には、さまざまな危険が潜んでいます。歩行中に起こる危険を疑似体験できるシミュレータがあります。足踏みや腕振りをすると、実際に街の中を歩いているかのように、画面に映し出された3D映像が進んでいきます。

　「新・交通安全シミュレータ」を開発したのは、交通や福祉分野などのシステムをつくっているラッキーソフト。市が創業支援する「Hiratsukaフレッシュビジネス認定コンペティション」（囲み記事）で、昨年度認定されました。

　開発のきっかけは、ラッキーソフト創業者の三田村勉さん（次上写真）の身内が交通事故に遭い、けがをした経験です。「平塚は県内でも交通事故が多いと聞いています。少しでも事故を減らし、現状を改善したいと思うようになりました」と語ります。

　新・交通安全シミュレータは、画面の中にさまざまな状況を再現できます。雨や雪などの天候、昼間や夕方、夜間などの時間帯のほか、疑似体験する身長も変更でき、大人が子どもの低い目線を体験できます。

　「疑似体験で多くの訓練を積んでおくと、危険な場所の把握や、事故に遭った時の対応に役立ちます」と強調する三田村さん。事故の防止だけではなく、当事者になった時に適切に行動できるよう、判断力を養うこともできます。

　シミュレータでは、足踏みや手を前後に振る動きをセンサーが読み取っています。映像は、液晶画面やプロジェクターに映せるほか、ゴーグル型の装置の内部に映像を映し出すヘッドマウントディスプレーもあります（表紙写真）。

　シミュレータの開発には、コンペティションの奨励金を活用し、今年春ごろの発売を目指しています。交通や教育関係の企業のほか、行政機関などに向けて売り出していく予定です。昨年はテレビ番組でも紹介され、警察や交通関係の企業などから、多くの問い合わせがありました。

　「交通安全教育を普及させたいから、価格や機材など、お客さんのニーズには柔軟に対応していきたい」と三田村さんは思いを語ります。
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1月17日の岡崎小学校のイベントでは、多くの児童が体験





運を味方に

　「今までに身に付けた技術を生かすには、自分で会社を作るのが一番でした」と三田村さんは創業時を振り返ります。創業前は市外の企業に勤め、鉄道会社向けの運転シミュレータを開発していました。その後、平塚に住む親族を介護するために、「介護をしつつ、平塚でできる仕事を」との思いから独立し、平成24年7月に会社を設立しました。

　三田村さんは「平塚で創業することに、不安がありました」と話します。都心部と比べた時に、交通の便が悪くなることで移動に掛かる時間や営業力の低下を心配しました。実際には、同じ家賃であれば、より駅近くの物件を借りられることや、電子メールを活用した営業活動などで、「当初の不安は払拭（ふっしょく）できた」と言います。

　「ラッキーソフト」の社名には、「出会いの『運』に恵まれる会社になるように」との思いが込められています。同社で働くスタッフや、お客さんなど「多くの出会いに恵まれ、会社を続けていきたい」と三田村さんは笑顔を見せます。設立当初は三田村さんと1人のスタッフだけでしたが、現在は16人のスタッフが働くまで、事業が拡大しています。

　「会社の理念が『笑顔の環境づくり』なので、開発した製品で多くの方を笑顔にしたいです。お客さんの反応を楽しみながら、それをまた改良に生かしていきたいですね」とほほ笑みます。




身近な専門家がサポート

平塚信用金庫営業統括部 中小企業診断士 小池隆史さん
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「お気軽に相談を」と話す小池さん

　創業には大きな勇気が必要です。指導するという立場ではなく、応援していく姿勢で、経営を見守っていきたいですね。当金庫では昨年10月、市内11店舗のうち融資の窓口がある9店舗全てに、創業応援窓口を設置しました。セミナーなどは開催日が決まっていますが、創業応援窓口のように、いつでも相談できる窓口があれば、創業する方のタイミングで支援ができます。

　以前は、創業の意志が固まり、融資の相談で窓口に来られる方が大半でしたので、自己資金で創業する方とは接点がありませんでした。現在では、事業のイメージづくりや発想の段階から相談を受け、創業に向けたアドバイスができるようになりました。より専門的な相談には、専門家を派遣するハンズオン支援なども行っています。相談や専門家の派遣は、基本的に無料で受けられます。

　ほかにも昨年は、女性向けの創業セミナーや交流会を開き、とても好評でした。今年は、市や商工会議所と取り組んでいる創業支援事業計画を基に、セミナーを4回開催する予定です。

　また、創業時には自信を持って始めた方も、思うような結果が出ない場合があります。そのような時は、ぜひお近くの「ひらしん」にご相談ください。既に創業された方に対しても、経営に関する数字の管理方法や、販路の絞り込みなど、売り上げを増やすためのサポートをさせていただきます。私たちは地域に密着した金融機関です。経営支援・創業支援などのコンサルティングにも力を入れ、中小企業の皆さんを元気にしていきたいです。

問：平塚信用金庫　電話：0463-24-3071



湘南テラコッタ工房
田村5-16-26　電話：0463-55-2441



平塚で高地の花を

　高山植物を平塚で咲かせたい-。

　湘南テラコッタ工房を創業した近藤正志さんは、高山植物の一つ、キバナシャクナゲ（次上写真）の魅力に引き込まれ、およそ25年前から自宅で育てています。キバナシャクナゲは、北海道から中部地方までの山間地で育ち、7月ごろに黄色の花を咲かせます。温暖な平地では育てるのが難しい高山植物です。

　今はインターネットの通信販売で、高山植物を扱う園芸店が増え、さまざまな苗が入手できるようになりました。しかし、高山植物向けの鉢は多くはありませんでした。自分なりの栽培方法やノウハウを持った、限られた人たちが栽培を楽しんでいました。近藤さんは「簡単に栽培できる鉢を開発することで、高山植物の魅力を広めたい」と力を込めます。また、鉢を売るだけではなく、用土や水のやり方などの貴重な情報も細かく記録し、商品化できないか模索しています。

　近藤さんは、自ら開発した「狭間寸胴鉢（はざまずんどうばち）」を、多くの方に使ってほしいとの思いから、事業計画を作成。Hiratsukaフレッシュビジネス認定コンペティションに応募し、昨年度認定されました。

　「狭間寸胴鉢には、三つの特徴があります」と近藤さんは説明します。一つ目は鉢の厚さが通常の鉢のおよそ3倍もあり、断熱性に優れています。二つ目は、底が広く穴が開いているので、通気性があります。三つ目は鉢の中に水をとどめる層、滞水層を設けて冷却性を高めます。三つの特徴により根が守られ、高山植物を育てやすい鉢となっています。
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「一つずつ丁寧に手作りしています。いい商品を皆さんに届けたい」と話す近藤さん
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どっしりとした形の狭間寸胴鉢





完全手作りの鉢

　「鉢の改良だけで10年近くも試行錯誤しました」と語る近藤さん。当初は、既製品の鉢に針金を通したり、穴を開けたりしていました。2年ほど前に陶芸教室へ通い、今では思い通りの鉢を作れるようになりました。

　また、コンペティションの奨励金で電気釜を導入しました。以前は、外部に鉢の焼き上げを依頼していましたが、自分で焼き上げる温度を細かく調整できるようになり、さらに良い鉢が作れるようになりました。全ての工程を近藤さんの自宅兼工房でできるようになり、本格的な販売開始に向けて着々と準備を進めています。

　高山植物用の鉢は、既製品も流通しています。近藤さんも自分で購入して使ってみましたが、あまりよく育ちませんでした。その結果、「自分が作った鉢に自信を持てました」と笑顔を見せます。

　狭間寸胴鉢は、春ごろの発売を目指しています。商品のバリエーションは、内径が80ミリメートルの鉢で2200円など、10種類あります。中小企業診断士に相談をしながら、高山植物を扱う雑誌への広告掲載やインターネット通販などで、市外の顧客へも販路を広げていきます。また4月7日～12日には、花菜（かな）ガーデン（寺田縄496-1）でも展示します。




現役時代の経験から

　現役時代には、藤沢市内にある軸受けの製造メーカーに勤めていた近藤さん。定年退職してから鉢の製作を本格的に始めました。狭間寸胴鉢を作るヒントも現役時代の経験から得ました。

　また、退職前の10年間は、系列会社に出向して社長を務めていました。「経営の経験があったので、創業することへのとまどいはありませんでした」と語ります。

　現在の製作場所は自宅のリビングです。事業が本格化すれば、自宅の空き部屋を作業場に改装する予定です。

　「定年退職した後に創業して、どこまで続けられるのか、正直不安はあります」と話す近藤さん。事業が軌道に乗った段階で、ほかの企業に事業を引き継いでもらうことも方法の一つです。「自分が時間を掛けて開発した技術やノウハウが、しっかり受け継がれていけば、うれしいですね」と目標を語ります。



あなたの夢が形になる！
Hiratsukaフレッシュビジネス認定コンペティション


　中小企業診断士や大学教員、経営者らが審査するビジネスコンテストです。優秀な事業計画には奨励金を交付し、事業化や事業拡大に向けて専門家を派遣します。対象は、創業を目指す方の開発段階にある商品・サービスなどの事業計画や、創業間もない方の事業計画です。

　平成25年度から始まり、初年度は8件、平成26年度は4件の応募がありました。いずれの年度も2件の事業計画を認定しています。

　昨年12月25日には、平成26年度の認定式が市役所でありました。スポーツ施設やイベント運営を通じて、スポーツ振興や地域を活性化させる事業計画と、税金や社会保障などを、すごろく感覚で学ぶゲームを製作・販売する事業計画の2件を認定しました。
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認定式では、事業計画の発表もありました




3者で取り組む創業支援


　「平塚の経済を元気にしたいという思いを共有しています」と語るのは、市産業振興課の森川芳章主管。市と平塚信用金庫、平塚商工会議所が連携して、創業支援を進めています（次囲み図）。支援内容をまとめた「創業支援事業計画」は昨年6月に産業競争力強化法に基づく認定を受けました。

　支援事業者に金融機関が入っているのは、県内8件の認定では、平塚と川崎だけです。「地元金融機関の積極的な協力は、とても心強い」と森川主管は話します。

　認定された創業支援事業計画には、創業塾やハンズオン支援などがあります。創業塾は市と平塚商工会議所が開いている、創業の基礎知識を身に付ける勉強会です。昨年は4回開き、約30人が参加しました。ハンズオン支援では、経営・財務・人材育成などの専門家を派遣します。対象は、平塚信用金庫の創業応援窓口で相談を受けている方です。

　法律の認定を受けたことで、創業塾などを利用すると、三つのメリットを受けられます。①創業前の方が株式会社を設立する際、登録免許税が軽減②融資を受ける際の無担保、第三者保証人無しの創業関連保証の枠が、1500万円に拡大③事業開始2カ月前から対象となる創業関連保証の特例が、事業開始6カ月前から対象になります。
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「継続的な支援で創業を後押ししたい」と森川主管





全国へ羽ばたく企業に

　さがみ縦貫道路の開通や、ロボット特区の進展など、創業を後押しする要素が平塚にはあります。市内には、大学のほか、専門学校や農業・商業・工業の職業高等学校があり、人材にも恵まれています。市内はもちろん、市外の方にも平塚で創業してもらえるよう、情報を発信していきます。

　「平塚はチャンスが多く、創業しやすい場所だということをアピールしていきたい」と強調する森川主管。「支援をした会社が成功し、他社にも続いてもらいたい。平塚から全国に羽ばたくような企業が育つよう支援を進めていきます」と力を込めます。



創業を力強くサポート


それぞれの段階で、市と平塚信用金庫、平塚商工会議所が連携して支援していきます。
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文豪が愛し、小説の舞台となった伊豆を巡る---

湯ヶ島　文学・歴史散歩
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　静岡県伊豆市は平塚市の友好都市です。これまで、物産展の開催や子どもたちの交流を通じて親睦を深めてきました。今回、伊豆市への市民ツアーを、初めて開催します。



魅力あふれる憩いの里


　静岡県の伊豆半島中央部に位置する伊豆市は、市域の大部分を山林が占め、西部は駿河湾に面する自然に恵まれた土地です。

　日本百名山の一つに数えられる天城山をはじめとした雄大な山々や、特産品のワサビやシイタケ、港で取れる新鮮な海産物などが人気の観光地です。また、全国でも有数の温泉地として、多くの旅行客が訪れています。

　平塚市は、昭和57年に伊豆市の前身である旧天城湯ケ島町と「平塚市民休養の郷さと」として提携し、市民の疲れを癒やす憩いの場として親しんできました。平成16年に天城湯ケ島町が、修善寺町・土肥町・中伊豆町と合併し、伊豆市になってからも交流は続きました。平成25年には両市の絆をさらに深めるため、友好都市として提携しました。

　今回は、「湯ケ島」文学・歴史散歩と題し、伊豆市への市民ツアーを初めて行います。



[image: 魅力あふれる憩いの里]

閉校した湯ケ島小学校の敷地内に建つ洪作少年とおぬいばあさんの銅像



しろばんばの舞台へ

　ツアーでは、湯ケ島で少年時代を過ごした作家、井上靖の小説「しろばんば」の舞台を訪問します。しろばんばは井上の自伝的小説で、主人公の洪作少年や登場人物のモデルは幼少期の井上と周囲の人たちです。

　洪作少年が育った地域は、現在「しろばんばの里」として親しまれ、作品に登場するさまざまな場所を歩いて巡ることができます。

　天城会館（伊豆市湯ケ島176-2）をスタートし、洪作少年とおぬいばあさんが暮らしていた土蔵跡や、彼が憧れていたさき子の生家である、上の家などを訪れます。

　土蔵跡は今は広場になり、しろばんばの文学碑が建てられています。碑には、井上の銘や小説の冒頭の一節が刻まれています（次写真）。上の家は、洪作少年の祖父母が住んでいた家でもあります。小説ファンなら一度は見てみたい場所ではないでしょうか。

　昼食には、伊豆文学弁当をいただきます。地元で取れた野菜や魚など新鮮な食材が楽しめるメニューになっています。昼食後は地元の学生による、しろばんばのミュージカルを鑑賞します。

　井上は伊豆について、「自身の根底になるものが形作られた場所だ」と記しています。散策することで、井上が抱いていた思いの一端を感じることができるかもしれません。
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文豪の心のふるさと

　湯ケ島にゆかりのある文豪は井上だけではありません。日本で初めてノーベル文学賞を受賞した川端康成も縁の深い人物の1人です。

　代表作「伊豆の踊子」は、学生時代の川端が伊豆に旅行した時の出来事が基になっています。川端は以来、何年にもわたって繰り返し訪れ、時には1度の滞在期間が1年以上になることもありました。「伊豆の踊子」も湯ケ島で執筆しています。

　日本を代表する文豪たちに愛され、文学の香りが色濃く残る湯ケ島の地。小説の場面を思い浮かべながら、登場人物になった気持ちで歩いてみませんか。



しろばんばの里を歩きませんか


　3月8日（日）。市内在住・在勤の方30人（抽選）。飲み物・帽子など。1000円。見学地は天候などにより一部変更します。

午前8時　松原分庁舎を出発

午前10時30分～11時45分　しろばんばの里を散策

正午～午後1時　昼食

午後1時～1時40分　ミュージカルしろばんば鑑賞

午後2時　天城会館を出発・松原分庁舎で解散

募：必要事項・年齢を、電話・ファクスで、2月20日（金）までに、文化・交流課　電話：0463-25-2520　FAX：24-3666へ。



伊豆月ケ瀬海林梅まつり


　天城連山を一望する梅林に1500本の梅が咲き誇る雄大な景色が楽しめるお祭りです。特産品の販売などもあります。

　2月22日（日）～3月15日（日）、午前9時～午後3時。伊豆月ケ瀬梅林（伊豆市月ケ瀬535-5）。大人300円・小学生100円。

問：伊豆月ケ瀬梅組合　電話：0558-85-0480




[image: 公民館まつりを開催します]


　公民館は、各地区の地域コミュニティーの中心となる施設です。2～3月の週末には、それぞれの地域で公民館まつりが開かれます。


[image: 公民館まつりを開催します]

松原公民館（八千代町2-23）の編み物教室。張り替えたての畳の上だと作業もはかどります


　公民館を利用しているサークル・団体や地域の方が日頃の活動成果を発表します（日程は次表）。芸能発表や作品展示、模擬店などもあり、大人から子どもまで楽しめます。みんなで盛り上げて、地域の絆を深めましょう。

　年末年始に畳を張り替えて、きれいになった公民館に出掛けませんか。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111


[image: 公民館まつりを開催します]




[image: 使用済みの小型家電を回収します]


　使用済みの小型家電を各地区の公民館まつりの期間の一部で回収します。縦15センチ・横30センチ・奥行き20センチ以内の家電製品が対象です。

　各公民館で1日先着50人にベルマーレグッズをプレゼントします（須賀・旭北・四之宮・松原・神田・城島・大野公民館は除く）。

　回収日など、詳しくはお問い合わせください。

問：循環型社会推進課　電話：0463-21-8796




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、2月9日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


教育委員会の嘱託員


　教育相談1人。採用は4月1日以降。雇用期間は1年以内。採用試験は2月21日（土）。

募：豊原分庁舎1号館2階の教育総務課　電話：0463-35-8113や市ウェブなどにある受験申込書を、本人が直接、2月6日（金）～16日（月）の平日、午前8時30分〜午後5時に、同課へ。



新聞紙で花作り体験


　2月20日（金）午後1時～3時30分。リサイクルプラザ（四之宮7-3-5）。10人（先着順）。カラー刷りの新聞紙・ラジオペンチ・筆記用具。200円。

募：電話で、リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



里山体験ワークショップ


　東京農業大学と協働で、里山の再生・保全活動のワークショップをします。①吉沢の八景探しコース②散策路の整備コース。

　3月7日（土）午後1時～5時。雨天決行。吉沢公民館（上吉沢395）集合。100人（先着順・小学生以下は保護者同伴）。保険証の写し・タオル・雨具・帽子。300円。作業に適した服装・靴でお越しください。

募：必要事項・年齢・希望するコースを、電話・ファクスで、湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会　電話：0463-58-4179　FAX：58-4326へ。



講座　市民後見人を知ろう


　成年後見制度と市民後見人の役割について、事例を交えて学びます。

　3月1日（日）午後1時30分～3時。市民活動センター。30人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scn-net.ne.jpへ。



市民活動団体の市民向け講座を支援します


　市民向けの講座などを市民活動団体が市と共催する時、市が講師への謝礼（3万円以内）・広報・会場確保などを支援します。講座は6月～平成28年3月、原則として市民活動センターで開きます。

　市内で活動する市民活動団体など。4月中旬の市民活動推進委員会で事業を決めます。

募：市民活動センター　電話：0463-21-7534や市ウェブにある企画提案書を、直接、3月13日（金）までに、同センターへ。



まちづくり探偵団


　新しくなった市役所で、普段は見ることのできない市長室や議場、災害対策本部室などを見学できるクイズラリーをします。

　3月27日（金）午後1時30分～4時。本館3階303会議室など。市内在住の小学校3～6年生と保護者20組（抽選）。

募：児童と保護者の必要事項・児童の学年を、ファクス・メールで、3月6日（金）までに、まちづくり政策課　電話：0463-21-8781　FAX：0120-704589　メール：machi-s@へ。



ひらつか音楽のおくりもの演奏者


　5月16日（土）・17日（日）、午前10時～午後6時に旧横浜ゴム平塚製造所記念館で開催する「ひらつか音楽のおくりもの」に出演しませんか。音楽のジャンルは問いません。各日9組（抽選）。

募：豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@や市ウェブなどにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、2月27日（金）までに、同課へ。



ガイドと巡る文化財


　「平塚の大山道」コース。旧横浜ゴム平塚製造所記念館や相州中原富士の碑、中原御殿跡を巡ります。自転車・オートバイでは同行できません。

　2月22日（日）午前9時30分～正午。約3.6キロメートル。荒天中止。平塚駅北口階段下に集合。日枝神社（中原3-20-16）で解散。300円。

募：コース名・全員の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、2月15日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。



女性のための無料法律相談


　親権や養育費、財産分与や年金分割など、夫婦関係についての法律相談会です。

　3月11日（水）・19日（木）。各日7回①午前9時30分～10時10分②午前10時20分～11時③午前11時10分～11時50分④午後0時50分～1時30分⑤午後1時40分～2時20分⑥午後2時30分～3時10分⑦午後3時20分～4時。教育会館。市内在住・在勤・在学の女性14人（各回1人・抽選）。未就学児の保育もあります。

募：必要事項・希望する相談日と相談時間の番号（第2希望まで）・保育を希望する方は、子どもの氏名と年齢を、電話・はがき・ファクスで、2月27日（金）までに、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736へ。




[image: 第65回湘南ひらつか七夕まつり　織り姫を募集します]

[image: 第65回湘南ひらつか七夕まつり　織り姫を募集します]


　平塚市の魅力を全国に伝える「湘南ひらつか織り姫」になって、市のイメージアップに貢献しませんか。湘南ひらつか七夕まつりなどの観光行事に出席します。

　3月28日（土）非公開審査。勤労会館。4月5日（日）表彰式。本館1階多目的スペース。3月28日現在、高校生を除く（3月に高校卒業予定の方は可）18歳以上で、他市町村のキャンペーンレディーなどに選ばれていない、県内在住・在勤・在学の女性3人（選考）。

募：湘南ひらつか七夕まつりウェブなどにある応募用紙に本人の全身写真を添えて、郵送または直接、3月2日（月）までに、豊原分庁舎2号館2階農水産課内の湘南ひらつか七夕まつり実行委員会事務局　電話：0463-35-8102へ。



[image: 中央公民館　市民アカデミー]


　中央公民館など。高校生を除く18歳以上の方（抽選、市民・初めての方を優先）。300円。

①大人の社会見学season3魅（み）せます！　メード・イン・ジャパン

　「食」をテーマにユニークな活動をしている企業や組織を訪問します。高砂香料（西八幡1-5-1）や全農の営農・技術センター（東八幡4-18-1）、進和学園（万田475）の農産品加工場（次写真）などです。3月10日～24日の火曜日、全3回、午後1時30分～4時30分。25人。
[image: 中央公民館　市民アカデミー]

②3.11を忘れないpart4生きる力をみがけ！　災害サバイバル・レッスン

　女性防災組織の平塚パワーズから災害時の衣食住を学ぶ体験型の講座です。3月28日（土）または29日（日）、午前10時～午後2時30分。各20人（小学校3年生～中学生は、1人につき1人保護者同伴で参加できます）。

募：希望講座名・必要事項（②は希望日と子どもの名前・年齢も）を、はがき（1枚につき1講座）で、2月20日（金）までに、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。



菓子展示会

2月5日（木）～9日（月）午前10時～午後6時市民プラザ


　市内の和菓子店が工夫を凝らして作った和菓子を展示・販売します。職人による実演販売もします。

問：御菓子司たかはし　電話：0463-31-5408


[image: 菓子展示会]


お知らせ


総合公園の全施設の電気・水道が止まります


　電気設備の点検のため、園内の全施設で電気・水道が止まります。

　2月23日（月）午前8時30分～午後5時。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



家庭ごみは自分で燃やさないでください


　枝葉や草などを含む家庭ごみの焼却は法律で原則禁止されています。ごみは自分で燃やさずに、ルールを守って収集日に出しましょう。

問：循環型社会推進課　電話：0463-21-8796



花巻市の物産と観光展


　南部せんべいやワイン、漬け物など、友好都市・岩手県花巻市の名産品を販売します。民芸品や、りんごなどの産地直送の農産物も販売・紹介します。会場入口で甘酒を振る舞うほか、景品が当たる抽選会などもあります。

　2月19日（木）～22日（日）、午前10時～午後6時（22日は午後5時まで）。市民プラザ。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520
[image: 花巻市の物産と観光展]

毎回好評のキムチも販売します






譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを随時、電話などで受け付けます。詳しくは市ウェブで確認できます。

譲ります　折りたたみベッド・タンス・クローゼット・冷蔵庫など

譲ってください　洗濯機・掃除機・電子ピアノ・26インチ自転車など

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301



湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の魚や野菜、名産品を販売するほか、ダンベル体操などをします。景品が当たる抽選会も開催します。

　2月15日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



露店の出店には届け出が必要です


　火災予防条例の改正により、4月1日から、祭りや花火大会など多くの人が集まるイベントで火気器具を使う露店・模擬店・屋台などを出店する時は、届け出と消火器の準備が必要になります。

　届け出は、消防署管理担当や各消防署出張所で受け付けます。

問：予防課　電話：0463-21-9727



労働基準監督署とハローワークが移転します


　平塚労働基準監督署（追分1-1）が3月2日（月）から、ハローワーク平塚（松風町2-7）が9日（月）から、平塚地方合同庁舎（浅間町10-22）に移転します。

　移転による営業時間の変更などはありません。

問：平塚労働基準監督署　電話：0463-32-4600・ハローワーク平塚　電話：0463-24-8609



土砂災害警戒区域と特別警戒区域の調査結果


　基礎調査の結果を県ウェブで公開しています。県平塚土木事務所（西八幡1-3-1）や本館3階の災害対策課でも閲覧できます。

問：県平塚土木事務所　電話：0463-22-2711



文化講演会


　木版画家がこれまでの人生や木版画との出会いなどを話します。

　2月15日（日）午後1時～3時。中央公民館。200人（当日先着順）。

問：社会教育課　電話：0463-35-8123



放課後児童クラブの指導員を募集します


　保護者が昼間家庭にいない小学生を放課後に指導します。

　募集クラブなど、詳しくは市ウェブをご覧ください。

問：青少年課　電話：0463-32-7029




[image: 知って安心]

消費生活センター　電話：0463-21-7530


クーリングオフ

　みなさん、クーリングオフをご存じですか。クーリングオフという言葉を知っている人は多いと思います。無条件で契約前の状態に戻すことができる法律上の決まりごとです。消費生活センターにもクーリングオフをしたいという相談が多く入ります。

　例えば「突然訪れた業者から勧誘され、考える時間もなく布団を購入してしまった」という場合にクーリングオフをすることができます。「親切を装った業者が布団を部屋に敷いてしまったので昨晩はその布団で寝てしまった」という場合のように、使ってしまっていても、そのまま返品できます。

　では、通信販売でのお買い物の場合はどうでしょう。通信販売は、突然誰かが訪ねてきたり、急に電話がかかってきたりして、買うつもりがない商品を勧められることはありません。自分でじっくり検討ができるためクーリングオフはできません。

　クーリングオフをする場合も期間が限られますので、「しまった！　契約をやめたい」と思ったときは1人で悩まず、早めに消費生活センターへご相談ください。

[image: クーリングオフ]



ShonanBMWスタジアム平塚
ネーミングライツ契約を更新

[image: Shonan BMWスタジアム平塚　ネーミングライツ契約を更新]


　平塚競技場のネーミングライツ更新契約をモトーレン東洋と締結しました。契約期間は3月1日から平成31年2月28日までの4年間。年額1,500万円・総額6,000万円で契約しました。

　ShonanBMWスタジアム平塚の愛称は、湘南ベルマーレのサポーターをはじめ多くの市民に親しまれ、地域に溶け込んでいます。愛称の継続によって、さらに愛着を持っていただけるスタジアムになることが期待されます。

問：資産経営課　電話：0463-21-8763



茅ケ崎市文化資料館　特別展
遺跡からみる七堂伽藍（がらん）跡


　茅ケ崎市下寺尾にある「下寺尾官衙（かんが）遺跡群」は、9世紀に廃絶した、七堂伽藍が立ち並んだ寺院と相模国高座（たかくら）郡の役所「高座郡衙（ぐんが）」などからなる遺跡群です。官衙の全体像と、成立から廃絶までの経過が把握できる貴重な遺跡として、高く評価されています。

　今回は七堂伽藍にスポットを当て、茅ケ崎市による調査の経過や、保存している出土遺物を展示します。

　寺院跡からは大量の瓦が発見されており、瓦葺きの大寺院だったことがうかがえます。古代寺院の魅力を見に、足を運んでみませんか。

　3月1日（日）まで。茅ケ崎市文化資料館（茅ケ崎市中海岸2-2-18）。

問：茅ケ崎市社会教育課　電話：0467-82-1111
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七堂伽藍の基盤となっている掘り込み地業。屋根に瓦を使うことで重くなる寺院を支えるため、異なる種類の土で何度も突き固めた丈夫な基盤です。


健康と福祉

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


講座「睡眠で分かる！心と体の健康状態」


　3月14日（土）午後2時～4時。保健センター。市内在住・在勤の方50人（先着順）。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



健康体操教室


　簡単な運動で、健康な体を維持しましょう。

　2月24日（火）午後1時30分～3時。旭北公民館（河内440）。飲み物・タオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



臨時歯科衛生士の募集


　幼児の健診・相談などの母子保健業務をします。

　歯科衛生士の資格があり、臨床経験が3年以上ある方、数人。保健センター。1日4～6時間で月12日以内。時給1270円。

募：事前に電話連絡の上、市販の履歴書に資格証の写しを添えて、郵送または直接、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。



認知症サポーター養成講座


　知識や対応方法などを学び、認知症への理解を深めませんか。

　講義終了後に、認知症サポーターの証しとしてオレンジリングを差し上げます。

　3月5日（木）午後1時30分～3時。フィオーレ湘南真田（真田3-1-1）。市内在住・在勤の方30人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢者よろず相談センターひらつかにし　電話：0463-59-5544へ。



弱視レンズなどの展示会


　見えにくさで不便を感じている方への情報提供のため、弱視レンズや遮光眼鏡、拡大読書器などの視覚補助具を展示します。

　2月18日（水）午後2時～4時30分。平塚盲学校（追分10-1）。

問：平塚盲学校　電話：0463-31-1341



初心者手話講習会


　手話での簡単なあいさつや自己紹介の方法を学び、聴覚障がい者への理解を深めませんか。

　3月3日～31日の火曜日、全5回、午前10時～正午。福祉会館。市内在住・在勤・在学の方20人（先着順）。筆記用具。

募：電話または直接、2月9日（月）午前9時から、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



音訳初級講習会


　本や印刷物を音訳する技術や、パソコンで録音図書を作る方法などを学びます。

　3月6日～4月17日の金曜日、全7回、午前10時～正午（3月6日は午前9時30分から）。福祉会館。講習会後、平塚音訳赤十字奉仕団で活動し、自宅のパソコンで録音作業ができる60歳未満の方10人（先着順）。筆記用具。1000円。

募：電話または直接、2月9日（月）午前9時から、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。




スポーツ

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


プロバスケットボール・bjリーグ


　横浜ビー・コルセアーズ-富山グラウジーズ。

　2月21日（土）午後6時、22日（日）午後2時に試合開始。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。

　チケットは総合公園管理事務所・ローソンチケットなどで販売。前売り券は、2階自由席・大人2000円、中学生以下1000円など。市内の小学生は、ドリームパスポートを使って無料で観戦できます。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



体育館を個人開放します


　市内在住・在勤・在学の方。小学校3年生以下と、午後6時以降の中学生以下の利用は保護者同伴。本人確認ができる運転免許証など・室内用運動靴・運動用具。

金目中学校（南金目1013-2）　2月9日・23日の月曜日、午後7時～9時。バドミントン・バスケットボールなど。

みずほ小学校（北金目2-39-1）　21日（土）午後1時～4時。卓球・バドミントン・ショートテニスなど。

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060




[image: 選手たちに会いに行こう！ベルマーレワンダーランド2015]



　湘南ベルマーレの選手と直接触れ合えるイベントやスタンプラリー、各種団体・企業ブースなどがあります。

　2014年シーズン、圧倒的な強さでJ2を制覇した湘南ベルマーレ。今シーズン、J1でさらなる活躍が期待される選手たちを応援しに行きましょう。

　2月22日（日）正午～午後3時。小雨決行。紅谷パールロードほか。

問：湘南ベルマーレ　電話：0463-25-1211

[image: 選手たちに会いに行こう！ベルマーレワンダーランド2015]




[image: みんなの力]


日陰のコケにスポットライトを



　植物を研究するグループから、コケ観察の勉強会を経て結成されました。「12年間の活動の集大成としてまとめたコケ観察ブック。子どもたちにも興味を持ってもらうよう心掛けました」と、活動を振り返ります。コケや風景のイラストは線画で細かく表現され、オリジナルキャラクターが解説することで、コケの魅力をより分かりやすく紹介しています。観察ブックの作成には、風景イラストを担当した山口さんの他3人の会員が携わりました。

　「コケはどこにでも生えているのに、なかなか注目されません。それぞれ微妙に違う緑色で、よく見ると愛着が湧きます」とほほ笑みます。

　観察ブックは1冊50円。博物館で購入できます。

[image: みんなの力]




市民相談

市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

3月2日（月）午後1時～4時




◇税務（予約制）

2月27日（金）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

2月13日（金）午後1時～4時




◇測量・境界（予約制）

2月13日（金）午後1時～3時




◇多重債務（予約制）

2月10日（火）・24日（火）、午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

2月10日（火）午後1時～4時




◇許認可各種届け出

3月3日（火）午後1時～4時




◇分譲マンション管理（予約制）

2月23日（月）午後1時～4時




◇不動産（予約制）

2月20日（金）、3月6日（金）、午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

2月17日（火）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時





保健福祉総合相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

2月18日（水）、3月6日（金）、午後1時～3時





65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-9621




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：21−1213

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後3時





福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

2月10日（火）、3月10日（火）、午後1時～4時




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：33−7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。





こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時





こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時





消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

2月17日（火）、3月3日（火）、午後1時～4時





ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

2月16日（月）午後1時～4時




◇就労支援（予約制・先着4人・一人50分）

2月10日（火）・25日（水）、午後1時～4時50分




[image: ヒラツカルチャー]


博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 9·16·23日·3月2日



■博物館文化祭

サークル活動展示　2月15日（日）まで。特別展示室。

活動報告会　8日（日）午後1時～3時30分。講堂。

実演　①初心者のための太鼓教室　7日（土）午後1時30分～3時30分。1階展示室相模の家・講堂②太陽黒点の観察　8日（日）午前10時～正午。屋上。雨天曇天中止。

展示解説　クスノキ　くすくす物語　7日・8日・14日・15日の土・日曜日、午前10時と午後3時から、30分程度。特別展示室。




■白鷺家が語る　くらしの今昔

　3月1日（日）まで。寄贈品コーナー。




■ポスト特別展　平塚の石仏

　2月15日（日）まで。2階情報コーナー。




■ろばたばなし

　2月15日（日）午後1時20分と3時。1階展示室相模の家。




■天文連続講座　暦を知る

　午後3時30分～5時。講堂。

第2回干支（えと）　旧暦のしくみと考え方　2月7日（土）。

第3回西暦と旧暦　3月1日（日）。




■ミニ文化祭　綿を知ろう　栽培から小物作りまで

　2月22日（日）～3月28日（土）。2階情報コーナー。




■郷土史入門講座　富士噴火と地震

　宝永の富士噴火、元禄地震、関東大震災の被害の実態に迫ります。

　2月22日（日）午前10時30分～正午。講堂。




■星を見る会　月と木星、冬の星を見よう

　2月27日（金）午後7時～8時30分。屋上。雨天曇天中止。




■プラネタリウム投影

　70人（当日先着順）。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。

☆星空はタイムマシン　4月5日（日）までの土・日曜日、午前11時と午後2時（2月14日・28日、3月14日・28日の11時の回を除く）。

☆幼児向け投影　ちきゅうをさがせ　2月14日・28日の土曜日、午前11時。

☆星空と音楽の夕べ　2月15日（日）午後4時。



アクアマリン星空コンサート


[image: アクアマリン星空コンサート]

　星空を題材に歌うユニットアクアマリン（前写真）が5年ぶりに市博物館に帰ってきます。

　2月13日（金）午後2時と7時。プラネタリウム。60人（先着順）。200円。18歳未満と65歳以上の方は無料。

募：電話で、2月4日（水）から、博物館へ。





美術館

〒254‒0073西八幡1‒3‒3

電話：0463-35‒2111　FAX：35‒2741

休館日 9·16·23日·3月2日



■ロビー展　小田薫の彫刻　記憶の住処（すみか）

　4月5日（日）まで。




■冬の所蔵品展　太陽と月と星をめぐる絵画

　2月15日（日）まで。一般200円、高校生・大学生100円。




■市民アートギャラリー

　2月11日（祝）～15日（日）有雅陶（ありがとう）展、心創展。18日（水）～22日（日）なかよし作品展。24日（火）～3月1日（日）さとみ会作品展、湘南陶遊会陶芸展。3日（火）～8日（日）フォト四季写真展。4日（水）～8日（日）泥七宝はひらつかから。




■春の所蔵品展　気になる！大好き！これなぁに！赤ちゃんたちのセレクション

　2月21日（土）～4月12日（日）。一般200円、高校生・大学生100円。




■ミュージアムコンサート　ケルト音楽のひととき

　2月28日（土）午後2時～3時。150人（抽選）。1階テーマホール。

募：人数・代表者の必要事項を、往復はがき（1枚につき2人まで）で、17日（火）までに、美術館へ。




■ワークショップ　版の小宇宙　木口木版画に挑戦

　3月1日・15日・22日の日曜日、全3回、午後1時30分～4時30分。中学生以上の方16人（抽選）。3000円。

募：講座名・実施日時・参加者全員の必要事項・年齢・ファクス番号を、はがき・ファクス・メールで、2月12日（木）までに、美術館art-muse@へ。メールの場合はタイトルを「ワークショップ応募」に。





中央図書館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-31-0415　FAX：31-9984

休館日 9·16·23日·3月2日



■特別整理休館

北図書館　2月12日（木）～18日（水）。

南図書館　18日～24日（火）。

中央図書館　25日（水）～3月5日（木）。

西図書館　3月6日（金）～12日（木）。




■中央図書館の特集展示

　主人公が2人一組で活躍する作品など、コンビをテーマにした図書を展示・貸し出します。

　2月24日（火）まで。2階貸出室。




■ブックスタート

　市内在住の1歳未満のお子さんと保護者。午前10時～11時30分。①2月7日（土）中央図書館②3月11日（水）南図書館（袖ケ浜20-1）③15日（日）中央図書館④25日（水）金田公民館（入野108-1）。

募：電話または図書館ウェブで、中央図書館へ。




■中央図書館　映画会

　日曜日午後2時。中央図書館3階ホール。

　2月8日〔子ども映画会〕ピノキオ（アニメ）。15日〔一般映画会〕禁じられた遊び（実写）。22日〔子ども映画会〕ファンタジア（アニメ）。





まちづくり財団

〒254‒0045見附町15‒1（市民センター内の文化事業課）

電話：0463-32‒2237　FAX：32‒2240



■子どものためのはじめての囲碁講座

　2月28日（土）午後2時開演。勤労会館。囲碁を知らない市内在住・在学の小・中学生と保護者100人（先着順）。

募：必要事項・年齢・参加人数を、電話で、2月6日（金）午前10時から、文化事業課へ。




■春休みちびっこ囲碁入門教室

　3月26日（木）～29日（日）・31日（火）、全5回、午前9時30分～11時30分。市民センター。3日以上参加できる小・中学生40人（先着順・新小学校1年生も参加できます）。4日以上参加した方には25級の認定証を渡します。

募：必要事項・学年・学校名を、はがきで、文化事業課へ。




■文化サークル合同発表会

　①作品展示　2月12日（木）～17日（火）、午前10時～午後5時（17日は午後3時まで）。市民プラザ②公演　2月14日（土）午前10時50分開演。市民センター。




[image: 博物館モノ語り]

学芸担当　電話：0463-33-5111

炭火の置きごたつ


　やぐら式電気こたつが発売されたのは、昭和32年です。ちょうど、平塚市が金目村と合併して現在の市域ができあがった年に当たります。

　電化される以前のこたつは、熱源に木炭を使っていました。四方に枠が付いたやぐらの中に素焼きの火入れがあり、そこへ炭を入れました。やぐらに足が当たっても、やけどの恐れはありません。正面の枠は扉になっており、火を調節するために手前へ引いて開けますが、押すと火入れにぶつかり、開かない仕組みになっています。

　やぐらは一尺（約30センチ）角程度の小さなもので、この上へ、布団を掛けて暖まりました。現在のように板をのせて食事などをする使い方ではなく、食後にくつろぐ時などに使用しました。

　床や畳の上にやぐらを置くタイプのこたつを置きごたつといいます。床下に炉を切ってやぐらをのせるタイプは掘りごたつといい、いろりの上にやぐらをのせる家もありました。掘りごたつはやぐらが大きいため、食事をする場になりました。

　写真の置きごたつは、夜、寝る前に、布団の足元へ入れて暖めるために使われていました。寄贈者によると、7人兄弟だったので、暖まったら順々に次の布団へ入れていったそうです。アンカのような使い方がされており、寄贈者もこの置きごたつを「アンカ」と呼んでいました。

　博物館の寄贈品コーナー「白鷺家が語る　くらしの今昔」では、置きごたつをはじめ、冬の寒さをしのぐために使われていた道具を、3月1日（日）まで展示しています。



[image: 炭火の置きごたつ]

主に昭和30年代まで使われていました


広報ひらつかについて


多くの方に読んでいただくために、広報ひらつかは全戸配付しています。次号発行日は2月20日（金）です。


広報ひらつかについてのお問い合わせ


平塚市企画政策部秘書広報課


〒254-8686　平塚市浅間町9-1


電話：0463-21-8761


FAX：0463-21-9613




広報ひらつかが届かない場合


お問い合わせは、

（有）ミッド

電話：0120-350311（受け付け：月～金曜日、午前9時30分～午後5時）へ




電子書籍版広報ひらつかのダウンロードページ

平塚市ホームページ

http://www.city.hiratsuka.kan